
第
六
節

市制町村jlJI］の施行と行政村の成立

籾
治
地
方
自
治

制
と
そ
の
理
念

市
制
町
村
制
の
施
行
と
行
政
村
の
成
立

1 

市
制
町
村
制
の
施
行

明
治
政
府
は
明
治
二
十
二
ご
入
入
九
）
年
、
天
皇
主
権
に
基
づ
く
大
日
本
帝
国
憲
法
を
発
布
し
、
翌
明
治

な
法
の
変
更
を
お
こ
な
う
た
め
、
明
治
十
九
年
ご
ろ
か
ら
具
体
的
な
法
案
作
成
作
業
に
は
い
り
、
明
治
ニ
十
一
年
四
月
一
一

二
十
一
一
一
年
十

月
に
は
、
第
一
回
の
帝
爵
議
会
が
開
設
さ
れ
た
。
政
府
は
地
方
制
度
に
つ
い
て
も
根
本
的

公
布
し
た
。
こ
の

日
に
市
制
町
村
制
を
公
布
（
翌
年
四
月
か
ら
状
況
を
み
て
順
次
施
行
）
し
、
さ
ら
に
明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
に
は
府
県
制
郡
制
を

連
の
制
度
を
明
治
地
方
自
治
制
と
い
い
、
い
く
つ
か
の
改
正
は
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
、
日
本
商
憲
法
と

地
方
自
治
法
が
で
き
る
ま
で
の
近
代
日
本
の
地
方
制
度
の
骨
格
を
な
す
も
の
と
な
っ
た
。

の
理
論
を
参
照
し
て
天
皇
主
権
の
憲
法
と
の
整
合
性
を

政
府
は
明
治
地
方
自
治
制
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
ド
イ
ツ
の

ば
か
り
、
さ
ら
に
こ
の
憲
法
に
基
づ
く
国
家
体
制
を
社
会
の
底
辺
か
ら
支
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
地
方
自

第六節

治
制
は
、
こ
れ
以
前
の
一
ニ
新
法
に
よ
る
地
方
制
度
に
く
ら
べ
て
格
段
に
体
系
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

ぶ

ん

に

ん

ま

た

こ

れ

も

つ

政
府
は
市
制
町
村
制
制
定
の
目
的
を
つ
政
府
の
事
務
を
地
方
に
分
証
し
、
又
人
民
を
し
て
之
に
参
与
せ
し
め
、
以
て
政
府
の
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は

ぷ

あ

わ

っ

く

繁
雑
を
省
き
、
併
せ
て
人
民
の
本
務
を
尽
さ
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
し
と
述
べ
、
新
制
度
に
お
け
る
町
村
自
治
の
性
格
は
、
政

府
の
行
致
事
務
を
地
域
に
分
任
さ
ぜ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
開
閉
し
た
。
町
村
の
自
治
が
政
府
の
事
務
で
あ
る
以

上
、
こ
れ
へ
の
住
民
の
参
加
は
兵
役
に
服
す
る
の
と
同
じ
く
人
民
の
国
家
へ
の
義
務
と
さ
れ
た
。
天
皇
主
権
を
前
提
と
し
た
自

治
は
、
明
治
地
方
自
治
制
で
は
住
民
の
間
有
の
権
利
と
す
る
こ
と
を
一
合
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
ニ
次
世
界
大
戦
後

の
日
本
国
憲
法
下
の
地
方
自
治
と
の
理
念
に
お
け
る
根
本
的
な
ち
が
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
町
村
制
は
名
誉
職
制
・
公
民
権
・
等
級
選
挙
制
と
い
う
三
つ
の
特
徴
あ
る
制
度
を
つ
く
り
だ
し
た
。

こ
の
一
一
一
つ
は
こ
れ
ま
で
の
地
方
制
度
に
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

名
誉
職
制
に
つ
い
て
政
府
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
町
村
住
民
が
本
来
国
政
の

部
で
あ
る
地
方
事
務
に
参
与
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
義
務
で
あ
る
と
同
時
に
住
民
に
と
っ
て
の
名
誉
で
あ
る
。
名
誉
で
あ
る
か
ら
、
町
村
長
・
助
役
・
町
村
会
議
員
に
は

基
本
的
に
給
与
を
支
給
せ
ず
、
無
給
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
名
誉
職
制
と
は
具
体
的
に
は
無
給
で
住
民
が
町
村
事
務
を
あ
っ
か

う
こ
と
を
意
味
し
た
。

し
か
も
地
方
自
治
が
住
民
の
義
務
で
あ
る
以
上
、
名
誉
職
へ
の
就
任
も
義
務
で
あ
り
、
住
民
が
正
当
な

理
由
（
疾
病
や
商
用
で
辰
住
地
に
い
な
い
な
ど
）
以
外
で
就
任
を
拒
否
し
た
場
合
、
国
家
へ
の
義
務
を
お
こ
た
っ
た
と
し
て
公
民
権
の

一
定
年
数
の
停
止
・
町
村
費
の
増
加
と
い
う
罰
則
規
定
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。

公
民
は
こ
う
し
た
名
誉
職
の
選
挙
・
被
選
挙
権
を
も
つ
も
の
な
い
い
、
そ
の
権
利
な
公
民
権
と
よ
ん
だ
。
公
民
は
そ
の
町
村

に
居
住
す
る
住
民
の
う
ち
二
五
歳
以
上
の
男
子
で
ご
ド
を
か
ま
え
（
間
関
者
で
も
家
計
が
別
な
ら
ば
可
）
、

禁
治
産
者
で
な
く
、
一
一

年
以
上
そ
の
町
村
に
居
住
し
、
町
村
の
負
担
（
町
村
費
な
ど
を
納
入
）
を
「
分
任
L

し、

か
つ
地
租
を
納
め
る
か
も
し
く
は
直
接
国

税
一
一
円
以
上
を
納
入
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

地
域
住
民
に
厳
し
い
格
差
な
っ
け
、

悶
家
に
対
し
て
地
租
も
し
く
は
直
接
国
税
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（
資
産
家
を
対
象
と
す
る
所
得
税
）
を
納
入
す
る
半
世
だ
け
に
町
村
政
治
へ
の
’
参
加
権
を
み

と
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
市
域
関
係
各
郡
の
住
民
中
公
民
権
所
有
者
は
、
表
口
の
よ
う
な
数

に
な
っ
た
。
兵
燦
然
全
体
を
見
る
な
ら
、
公
民
権
所
有
者
の
人
口
に
対
す
る
比
率
は
、

明
治
二
十
四
年
で
一

0
・
二
%
で
、
ニ
五
歳
以
上
の
男
子
と
の
対
比
で
み
る
と
四

0
・

八
%
で
あ
っ
た
。
市
域
関
係
各
部
に
お
い
て
は
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
八
部
・
菟

療
で
公
民
の
比
率
が
小
さ
く
、
農
村
部
が
多
い
有
馬
・
美
裂
で
は
公
民
の
比
率
が
高

か
っ
た
。
都
市
部
で
は
土
地
所
有
者
が
少
な
く
、

か
つ
流
入
人
口
が
多
か
っ
た
こ
と

rl'iilJIJ町村命ljの施行と行政村の成立

が
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

等
級
選
挙
制
は
財
産
の
多
寡
に
よ
っ
て
選
挙
権
に
格
差
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
町
村
部
の
場
合
二
級
選
挙
法
が
と
ら
れ
た
。

明治24年町村公民数および

人口当たり比率

表 72

比率

% 
7.9 

6.2 

11. 1 

8.5 

11. 4 

（注） 人口は現住者。

資料：明治45年 F兵隊県統計宅建a

ロ
人

20, 269 

27,455 

35,222 

63,848 

34,282 

こ
れ
は
選
挙
人
（
公
民
）
の
う
ち
、
直
接
町
村
税
の
納
入
額
の
多
い
も
の
か
ら
販
に
そ
の
納
税
額
を
合
計
し
、
選
挙
人
全
員
の
納

人民

人
1,593 

1, 705 

3,925 

5,407 

3,893 

つ
を
選
出
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

税
額
の
半
額
ま
で
納
め
る
者
、
伊
二
級
選
挙
人
、
そ
れ
以
下
を
一
一
級
選
挙
人
と
し
、
各
級
が
そ
れ
ぞ
れ
議
員
定
数
の
二
分
の
一
ず

r.-.. 
£品、

入部郡

菟原郡

有潟郡

明石郡

美護者E

市
域
に
お
け
る
町

村
制
の
施
行
過
稜

こ
の
新
た
な
理
念
に
基
づ
く
町
村
制
は
、
そ
の
施
行
に
際
し
て
、
町
村
の
規
模
が
、
政
府
が
期
待
す
る

郡

自
治
を
担
え
る
役
場
合
｝
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は
明
治
十
七
年
の

第六節

広
域
は
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
区
域
が
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

改
正
以
降
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
連
合
町
村
制
の
も
と
で
の
戸
長
役
場
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
新
町
村
の
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兵
庫
県
で
は
、
市
制
町
村
制
施
行
に
基
づ
く
合
併
に
よ
っ
て
町
村
数
が

七
九
町
村
か
ら
二
市
四
一
一
八
町
村
と
な
り
、
約

八
分
の
一
に
減
っ
た
が
、
そ
の
数
は
出
来
の
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
区
域
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
市
域
で
は
、
明
治
十
六
年
以

来
の
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
広
域
を
基
準
と
し
な
が
ら
、
新
町
村
へ
の
移
行
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
付
表
3
）。

市
域
に
お
け
る
町
村
制
の
施
行
過
程
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
具
体
的
な
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
、
市
制
町
村
制
が
公
布

さ
れ
た
明
治
一
一
十

年
四
月
二

日
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
月
に
入
る
と
県
は
県
庁
内
に
市
制
町
村
制
取
調
委
員
を
設

置
し
、
さ
ら
に
中
旬
に
は
郡
医
長
を
召
集
、
市
制
町
村
制
に
つ
い
て
の
研
究
会
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
準
備
を
経
て
、
六

月
四
日
、
県
は
内
訓

で
各
郡
長
に
対
し
て
、
七
月
一
一
一
十
日
ま
で
に
町
村
制
に
関
す
る
財
政
お
よ
び
新
町
村
の
吏
員
見
込

み
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
の
附
に
つ
く
ら
れ
た
政
府
の
「
市
町
村
制
施
行
順
序
L

に
よ
る
と
、
こ
の
新
町
村
制
定
に
際
し
て
、
町
村
制
の
理
念
を
実

現
で
き
る
行
政
的
財
政
的
基
盤
を
形
成
す
る
た
め
、
町
村
を
合
併
し
、
町
村
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
規
模
拡

大
は
、
市
制
町
村
制
以
前
に
現
行
の
制
度
に
よ
っ
て
町
村
の
合
併
を
お
こ
な
い
、
同
時
に
こ
の
単
位
へ
一
戸
長
を
一
件
設
段
し
、
新

た
に
町
村
会
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
村
儲
実
施
の
前
提
と
し
て
基
礎
的
単
位
を
確
立
し
て
お
こ
う
と
す
る
も
の

だ
っ
た
。
同
年
六
月
十
一
一
一
日
に
出
さ
れ
た
内
務
省
の
町
村
分
合
標
準
が
呈
示
し
た
合
併
基
準
は
一
戸
数
一
一
一

O
O戸
か
ら
五

O
O一
円
で
、
従

来
の
一
戸
長
役
場
一
弘
域
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
先
の
「
市
町
村
制
施
行
順
序
」
で
も
、
新
単
位
は
従
来
の
戸
長
役
場
を
基
本
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
兵
煉
県
で
は
内
務
省
の
基
準
よ
り
や
や
多
め
の
七

O
O戸
を
基
準
に
合
併
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

県
内
各
都
の
中
に
は
全
県
的
な
動
き
が
進
む
以
前
か
ら
市
制
町
村
制
に
つ
い
て
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
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っ
た
。
有
店
内
郡
で
は
、

五
月
九
日
、
郡
役
所
で
戸
長
の
臨
時
の
会
議
を
お
こ
な
い
、
制
度
に
つ
い
て
の
研
究
や
実
施
方
法
に
つ

い
て
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。

し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
郡
で
具
体
的
な
新
町
村
形
成
の
動
き
が
お
こ
っ
た
の
は
県
庁
で
の
研
究
会
以

降
で
あ
っ
た
。
長
蕗
郡
で
は
六
月
中
旬
に
町
村
制
実
施
の
た
め
の
調
査
委
員
に
郡
誠
一
記
・
麗
を
任
命
し
て
、
さ
ら
に
二
十
二
日

郡
内
各
戸
長
の
忍
集
止
を
決
め
た
。
明
石
郡
で
は
、
七
月
初
め
か
ら
郡
長
が
郡
内
を
十
数
日
に
わ
た
っ
て
巡
回
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
そ
こ
で
新
行
政
町
村
の
区
間
に
つ
い
て
の
調
整
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
八
部
郡
多
井
畑
・
東
須
磨
・
西
須
磨
の

三
村
は
、
こ
の
時
独
立
し
て
新
村
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
調
整
は
全
体
と
し
て
は
秘
慌
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、

守
神
戸
叉
新
日
報
』
（
八
月
十
一
日
・
十
二
日
）
は
、
氷
上
郡

以
外
は
秘
密
に
戸
長
会
議
で
一
区
域
の
設
定
を
し
て
い
る
と
報
じ
た
。

そ
し
て
秘
密
主
義
を
や
め
て
、
町
村
で
選
定
委
員
を
選
ん

rlii!,1J町村市lの施行と行政村の成立

で
そ
れ
に
よ
っ
て
区
闘
を
設
定
せ
よ
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
但
馬
以
外
で
は
九
月

上
旬
に
は
ほ
ぼ
新
町
村
の
区
域
の
調
査
が
完
了
し
た
よ
う
で
あ
る
。

新
町
村
設
立
の
動
き
に
対
し
て
市
域
の
町
村
住
民
の
対
応
は
、
当
初
に
お
い
て
は
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、

可
マ
〈

（
八
月
十
四
日
）
は
、
記
事
の
中
で
、
人
誌
は
町
村
制
に
つ
い
て
研
究
せ
よ
、
無
関
心
す
ぎ
る
と
の
意
見
を
出
し
、
九
月
十

お

い

お

い

必

つ

ば

く

た

ち

ま

か

か

わ

六
日
の
「
美
嚢
郡
通
信
」
で
も
「
町
村
制
の
実
施
追
々
切
迫
し
其
利
害
恕
ち
己
れ
の
頭
上
に
落
ち
来
る
に
も
拘
ら
ず
我
が
郡
民

む

と

ん

ち

ゃ

く

ど

と

す

こ

ぶ

ゅ

う

り

ょ

向
無
頓
着
な
る
が
如
き
に
付
郡
内
一
一
一
回
の
有
志
は
頗
る
憂
慮
し
居
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

新
』

t土
九
月
に
入
り
区
域
設
定
が
終
わ
る
と
、
明
石
部
で
は
同
月
十
八
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
郡
役
所
で
全
都
の

に
よ
る

第六節

市
町
村
制
講
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
住
民
の
側
で
も
関
心
が
高
ま
り
は
じ
め
て
い
た
よ
う
で
、
明
石
郡
で
は
、

九
月
に
改
進
党
系
と
見
ら
れ
る
域
北
同
志
会
、
が
鞍
谷
清
慎
（
印
路
村
）
ら
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
法
津
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
研
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究
が
一
行
わ
れ
た
。
翌
明
治
二
十
一
一
年
一
月
八
日
に
は
こ
の
会
を
中
心
に
財
産
家
が
間
一
戸
間
村
で
集
会
し
て
町
村
制
準
備
に
つ
い

て
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
向
郡
で
は
一
戸
長
の
聞
で
も
明
治
二
十
一
年
九
月
十
八
日
か
ら
一
一
一
日
間
、
市
町
村
制
講
究
会
が
開
催
さ

れ
た
。
有
馬
郡
で
も
十

月
に
な
る
と
郡
内
に
お
け
る
諸
事
務
に
関
す
る
「
公
会
L

を
有
志
で
結
成
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
た
。

明
治
二
十
二
年
に
入
る
ま
で
に
二
府

一
九
県
で
市
制
町
村
制
の
施
行
が
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
兵
庫
県
で
も
町
村
制
実

施
の
具
体
的
な
詰
め
の
た
め
各
郡
主
任
書
記
会
議
を
同
年

月
末
に
開
催
し
た
が
、
航
路
に
お
け
る
市
制
実
施
の
可
否
な
ど
の

決
定
が
遅
れ
た
た
め
、
二
月
末
に
な
っ
て
も
施
行
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
認
可
の
遅
れ
に
よ
り
、
一
一
…
新
法
に
基
づ
い
て

あ
ら
た
な
単
位
、
を
形
成
し
、
そ
の
問
中
伎
で
市
制
町
村
制
を
施
行
す
る
と
い
う
方
針
で
は
、

四
月
一
日
に
市
制
町
村
制
を
施
行
す

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
二
月
二
十
二
日
、
県
は
そ
れ
ま
で
の
方
針
を
放
棄
し
て
、
新
単
位
形
成
と
市
制
町
村
制
施
行
を

同
時
に
行
う
方
式
に
改
め
、
そ
の
た
め
郡
区
長
会
議
を

一
日
に
開
催
し
た
。

問
月
に
入
っ
て
、
新
方
針
の
も
と
町
村
長
や

町
村
会
議
員
の
候
捕
選
定
の
た
め
の
予
備
選
挙
な
ど
の
準
備
が
各
町
村
で
は
じ
ま
り
、
こ
れ
な
う
け
て
、

四
月
二
十
五
日
以
降
、

町
村
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
五
月
の
町
村
会
で
、
町
村
長
・
助
役
・
収
入
役
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

新
し
い
町
村

次
に
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
町
村
を
見
て
み
よ
う
（
図

ω）。

入
部
郡
で
は
、
東
池
尻
村
外
七
カ
村
が
林
田
村
、

奥
平
野
村
外
五
カ
村
の
う
ち
小
部
村
を
除
く
四
カ
村
が
撰
村
、
板
宿
村
外
九
カ
村
が
須
磨
村
、
中
村
外

カ
村
お
よ
び
小
部
村
が
山
田
村
を
そ
れ
ぞ
れ
構
成
し
た
。

菟
原
郡
で
は
比
較
的
広
域
の
変
動
が
大
き
か
っ
た
。

八
幡
村
外
四
カ
村
お
よ
び
徳
井
村
で
六
甲
村
、
森
村
外
一
一
カ
村
で
都

賀
野
村
、
新
在
家
村
外

カ
村
で
都
賀
浜
村
、
御
影
村
お
よ
び
徳
井
村
を
除
く
東
明
村
外
二
カ
村
お
よ
び
郡
家
村
が
御
影
町
、

住
士
口
村
外
二
カ
村
の
内
で
住
吉
村
が
単
独
で
、
魚
崎
村
外
一
一
一
カ
村
の
う
ち
で
魚
崎
・
横
庭
の
二
カ
村
が
魚
崎
村
、
残
り
の
脊
木
・
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市制］lllJ村i!JIJの施行と行政村の成立第六節

一一－都市界

一…一一－illT村界
現在の神戸市城

“摂津・議皇室の霞議

商
青
木
と
深
江
村
で
木
産
村
、

問
中
村
外
山
ハ
カ

村
と
野
寄
村
で
本
山
村
な
そ
れ
ぞ
れ
構
成
し
た
。

な
お
明
治
二
十
八
年
十
月
十
一
日
に
、
都
賀
野

村
は
、
都
賀
浜
村
と
名
称
が
類
似
し
て
い
て
支

障
が
あ
る
と
し
て
問
灘
村
、
都
賀
浜
村
は
大
正

明治22年の新市mr村の成立

一
一
一
（
一
九
一
四
）
年
七
月

日
、
町
制
施
行
と
と

も
に
蕗
郷
町
と
改
称
し
た
。

有
馬
郡
で
は
、
湯
山
村
が
そ
の
ま
ま
単
独
で

町
制
を
施
行
し
て
湯
山
町
と
な
っ
た
ほ
か
、
有

野
村
外
二
カ
村
が
有
野
村
、
道
場
川
原
村
外
六

カ
村
が
道
場
村
、
吉
尾
村
外
八
カ
村
が
八
多
村
、

間 10

中
大
沢
村
外
五
カ
村
が
大
沢
村
と
い
う
よ
う
に

出
戸
長
役
場
区
域
が
そ
の
ま
ま
新
村
を
構
成
し

た
。
な
お
道
場
村
の
う
ち
、
上
津
谷
・
宅
原
の

ニ
村
は
、
明
治
三
十
五
年
五
月
に
分
離
し
、
長

尾
村
と
な
っ
た
。

ま
た
湯
山
町
は
、
有
馬
混
泉

と
し
て
全
調
的
に
知
名
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
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市域行政町村の人口・戸数・町村長名表 73

f二： 長

寺田一郎右衛門

高弁主主次

雀部孝治郎

山本吉次郎

。渡辺 徹

0関 金三郎

柴悶長三郎

官級邦三

村ア
JH
 

口

3, 132 

2, 502 

2, 115 

3, 157 

5, 786 

2,625 

2, 249 

2,459 

人数

643 

488 

418 

785 

1,619 

432 

570 

499 

行政村

本庄村

本Jll村

魚崎村

住吉村

御影町

六甲村

都賀浜村

都賀野村

二
十
九
年
に
有
馬
町
と
改
称
さ
れ
た
。

谷口種松

不詳

松田彦右衛門

山本与作

2, 359 

6, 781 

4,878 

4, 764 

587 

1, 702 

998 

994 

淡村

林田村

須磨村

山間村

0有井市左衛門
Of!吉生孫兵衛
金ヂド四郎兵衛

吉岡儀右衛門

O林 儀三郎

4, 289 

1, 716 

1, 824 

2,485 

2,955 

854 

349 

435 

514 

608 

道場村

大沢村

湯山町

有野村

八多村

0織田麻努
丹悶可作

ム笠間市之助

O藤本太右衛門
O佐藤 亘
藤田敏治

O野口宇三郎
O小ill 議平

4,969 

3, 773 

2,305 

3,321 

3,478 

2,864 

3,955 

2,859 

1, 120 

699 

408 

628 

682 

537 

744 

4号3

垂水村

伊川谷村

櫨谷村

押部谷村

玉津村

平野村

祁I出村

岩間村

猶三郎

寛一

磯谷

前回

2, 375 

1,966 

442 

415 

淡河村

上淡河村

（注） 町村長名中，⑤は元郡長， Oは！日戸長，ムは！日都勢認。

資料：明治24＇.年 f徴発物件一覧表J, r兵隊県町村合併史」

村
、
行
原
・
東
畑
・
北
畑
・
中
山
・
野
瀬
・
神
田
・
神
影
の
七
カ
村
で
上
淡
河
村
を
構
成
し
た
。

美
譲
郡
で
は
木
津
村
外
二
一
カ
村
が
二
つ
に
分
か
れ
、
下
・
淡
河
・
荻
原
村
・
木
津
・
南
僧
尾
・
北
僧
毘
の
六
カ
村
で
淡
河

明
お
郡
で
は
、
東
垂
水
村
外
山
ハ
カ
村
が
景
水
村
、
前
関
村
外
ニ
カ
村
お
よ
び
別
府
村
外
五
カ
村
で
伊
川
谷
村
、
高
津
橋
村
外

五
カ
村
お
よ
び
下
津
橋
村
外
七
カ
村
で
玉
津
村
、
長
谷
村
外
入
カ
村
で
櫨
谷
村
、
椋
住
村
外
八
カ
村
お
よ
び
和
田
村
外
五
カ
村
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の
内
の
高
和
・
護
団
・
和
田
の
一
ニ
村
で
押
部
谷
村
、
下
村
外
一

カ
村
お
よ
び
和
田
村
外
五
カ
村
の
内
の
黒
田
・
堅
田
・
繁
田

で
平
野
村
、

出
井
村
外
一
一
カ
村
で
神
出
村
、
岩
岡
村
外
一

カ
村
お
よ
び
印
路
村
・
商
脇
村
の

部
で
岩
岡
村
を
構
成
し
た
。

こ
の
あ
ら
た
な
単
位
は
政
府
の
行
政
上
の
要
請
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
っ
行
政
町
村
」
と
呼
ば
れ
る
（
な
お

そ
れ
ま
で
の
近
数
以
米
の
村
を
、
以
降
「
旧
村
」
も
し
く
は
「
部
落
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
。

ま
た
新
た
な
行
政
村
の
戸
数
お
よ
び
人

ロ
は
表
口
の
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
行
政
町
村
名
の
由
来
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
御
野
町
・
魚
崎
村
・
道
場
村
・
大
沢
村
お
よ
び
単
独
で
行
政
村
と
な
っ
た
住

吉
村
・
湯
山
町
の
よ
う
に
一
戸
数
人
口
の
お
お
い
中
核
的
な
村
名
を
採
用
す
る
か
、
も
し
く
は
新
村
全
域
を
総
称
で
き
る
名
称
を

つ
け
た
。
な
お
そ
の
他
歴
史
的
由
来
に
基
づ
い
て
庄
名
な
ど
を
使
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

市制lllJ村制の施行と行政村の成立

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
村
内
の
田
村
の
名
称
は
大
学
名
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

0
0村
内

O
O村
の
よ
う
に
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

村
会
議
員
選
挙
の
準
備
は
、
複
雑
な
公
民
権
規
定
に
適
合
す
る
住
民
を
選
挙
原
簿
に
記
載
す
る
こ
と
か

議
員
選
挙
方
法
と

町
村
会
の
機
能

ら
始
ま
る
。
こ
の
選
挙
原
簿
は
戸
長
投
場
で
住
民
に
公
開
さ
れ
、
そ
こ
で
間
違
い
が
あ
れ
ば
一
訂
正
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
村
会
議
員
の
選
挙
は
ま
ず
ニ
級
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
有
馬
郡
の
行
政
村
大
沢
村
の
村
会
議
員
選
挙
は
、
中

大
沢
村
の
一
万
戸
長
役
場
で
、
明
治
一
一
十
二
年
四
月
二
十
五
日
午
前
七
時
か
ら
一

時
ま
で
、
旧
一
戸
一
長
稲
生
孫
兵
衛
を
選
挙
掛
長

第六節

と
し
て
行
わ
れ
た
。
最
初
の
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
か
選
挙
方
法
が
村
民
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
九
人
が
代

理
人
な
立
て
た
た
め
、
ま
た
三
人
が
投
票
籍
封
鎖
後
訪
れ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
投
薬
を
拒
否
さ
れ
た
。
投
票
方
法
は
’
無
記
名
連
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明治22年第 1回大沢村村会議長選挙結果

一 級 選 挙 一 級 選 挙一

氏 名 得票 部落名 氏 名 得票 部苦喜名

当大家栄三郎； 57 上大沢 当岩田亦一郎 37 神付

当和田甚之介 54 中大沢 当主上芥又rP 22 上大沢

当仲津慶治郎 52 中大沢 当山本~左衛門 21 日間涼

当小前字之松 46 市原 当何回滝之助； 19 市原

当淵上作j蔵 38 日西原 当池鍋与市郎 18 上大沢

さ当 来池儀左衛門 当藤本友右衛門 17 日西原

＊池鍋与rP郎 37 上大沢 坂口 彪 17 日間原

＊岩間亦一郎 37 神付 辻井音十郎 14 上大沢

坂口 彪 35 日立草原 辻井仁兵衛 11 上大沢

ネ辻井又市 33 上大沢 乗池勝三郎 11 自主

和田 TI!；治郎 26 中大沢 藤井保太郎 11 中大沢

ネ岡託！滝之助 25 ili 際

辻井音寸d虫日 24 上コミ沢

滝上策T有 17 日西原

鼓回惣市郎 16 中大沢

＊ 山本~左衛門 15 日商原

采池 I路三郎 12 燦

中間弥市良fl 12 中大沢

高山拶j兵衛 11 中大沢

坂井栄介 10 中大沢

ホ 藤本友右衛門 10 日西原

岩田石松 10 事11 付

表 74

記
制
で
、
有
効
投
票
数
は

七
一
二
五
票
で
あ
っ
た
。

一
級
選
挙
は
こ
の
選
挙

結
果
を
み
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
投
票
は
そ
の
日
の
午

後
一
一
一
時
か
ら
五
時
ま
で
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
代
理

人
を
立
て
た
も
の
が
一
人

お
り
、
投
票
拒
否
さ
れ
た
。

全
体
の
投
票
結
果
は
表
刊

の
よ
う
で
あ
る
。
二
級
選

(i:t〕 10認未満は記載しなかった。

＊は一級選本で当選。

挙
で
は
一
一
一
七
票
取
ら
な
け

れ
ば
当
選
で
き
な
い
の
に

対
し
て
、

一
級
選
挙
で
は

わ
ず
か
一
七
票
で
当
選
し

何

－

o

φ
ト

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
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の
町
村
で
も
同
様
で
あ
り
、
上
淡
河
村
の
選
挙
で
は

級
当
選

級
当
選
者
の
最
低
得
票
が
五
六
票
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

者
の
最
低
得
票
は

七
票
で
あ
っ
た
。
資
産
格
差
が
大
き
い
町
村
ほ
ど
こ
の
格
差
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
御
影
町
で
は
、

級
選
挙
人
が
二
五

一
級
選
挙
人
は
わ
ず
か

2
0人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

そ
し
て
最
下
位
当
選
者

の
得
票
は
、

一
級
で

七
票
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
一
級
で
は。

った。

さ
ら
に
一
級
選
挙
人
は
二
級
選
挙
の
結
果
を
み
て
か
ら
投
票
で
き
る
の
で
、

級
選
挙
で
自
己
の
選
出
し
た
い
人
間
が
す
で

に
当
選
し
て
い
る
場
合
は
あ
ら
た
に
別
の
者
に
た
い
し
て
投
票
で
き
た
。
大
沢
村
の
場
合
、
一
一
級
選
挙
で
は
下
位
で
あ
っ
た
山

本
杢
左
衛
門
や
藤
本
友
右
衛
門
が
一
級
選
挙
の
時
に
当
選
し
、
上
位
に
あ
っ
た
坂
口
艇
や
和
田
清
治
郎
が
落
選
す
る
と
い
う
こ

と
も
お
こ
っ
た
。

市f~J町村精ljの施行と行政村の成立

な
お
他
町
村
者
や
会
社
そ
の
他
の
法
人
も
、
そ
の
町
村
の
公
民
の
上
位
一
一
一
人
中
の
一
人
よ
り
も
多
額
の
直
接
町
村
税
を
そ
の

町
村
に
納
め
る
場
合
、
選
挙
権
を
も
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
財
産
所
有
の
多
寡
が
町
村
運
営
の
原
則
と
な
っ
て
い
た
。

一
ニ
新
法
期
に
は
、
一
戸
長
や
町
村
会
議
員
の
選
挙
権
者
が
、
所
持
し
て
い
る
財
産
の
多
寡
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

政
府
は
等
級
選
挙
制
に
よ
っ
て
、
財
産
の
多
寡
に
よ
り
政
治
的
な
権
利
が
こ
と
な
る
と
い
う
秩
序
を
持
ち
込
み
、
こ
れ
に
よ
っ

て
土
地
の
集
積
を
す
す
め
る
地
主
や
資
本
家
な
ど
の
有
産
者
を
明
治
地
方
自
治
制
の
基
盤
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。な

お
こ
の
よ
う
な
不
平
等
な
等
級
選
挙
制
の
廃
止
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
進
展
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
正
十

年
四
月
十
一
日
の
町
村
制
の
改
正
に
よ
り
農
村
部
で
は
じ
め
て
男
子
の
普
通
選
挙
制
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

第六節

し
か
し
町
村
会
議
員
の
選
出
は
必
ず
し
も
有
産
者
だ
け
の
意
向
の
み
で
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
町
村
会
議
員
の
定
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町村命ljにおける町村会が議決すべき事項

町村条例・規則のf!i-IJ]E・改廃

町村裂支弁事業の決定（悶政委任事務を！徐く）

歳入出予算の決定，予算外支出および予算超過支出の認、定

決算報告の認、定

使用料・手数料・町村税および夫役の賦談徴収法の決定

町村有不動産の売買・交換・譲受・談波および質入警入

基本財産の処分

町村有財産・営造物の管迎方法決定

町村吏員の身元保証金の徴収とその綴の決定

町村に関係する訴訟および和解

歳入出予算で定めるもの以外の義務負担と権利楽却の決定

数
は
、

一
二
人
を
基
本
と
し
て
、
町
村
の
人
口
に
準
じ
て
増
加
す
る
こ

表 75

と
が
き
め
ら
れ
て
い
た
が
、
各
部
落
か
ら
て
二
人
選
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
町
村
会
議
員
は
部
落
代
表
的
な
要
素
も
持
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

」
の
た
め
部
落
代
表
に
よ
る
非
公
式
な
協
議
や
役
員
候
補
の
予
備
選

挙
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

た
と
え
ば
明
石
郡
の
神
出
村

（
元
筒
井
村
外
一
一
カ
村
）
で
は
、
村
会
議
員
選
挙
の
直
前
の
問
月
十
四
日
、

間
潟
良
之
外
二
人
の
主
唱
に
よ
り
関
村
閲
光
寺
で
村
内
の
公
民
権
を
所

有
す
る
も
の
六

O
人
あ
ま
り
が
集
ま
っ
て
、
村
長
・
助
役
・
収
入
役

村
会
議
員
に
つ
い
て
予
備
選
挙
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
を
選

定
し
た
。
町
村
会
の
議
決
す
べ
き
事
項
は
表
刊
の
と
お
り
で
あ
る
。
政
府
が
委

任
し
た
事
項
の
外
は
、
そ
の
権
限
は
町
村
事
務
に
眼
ら
れ
て
い
た
。

町
村
会
は
条
例
や
規
則
を
制
定
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
。
条
例
は
住
民
の
権
利
、
義
務
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
規
則

は
町
村
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
ガ
ス
・
水
道
・
病
院
な
ど
の
組
織
お
よ
び
運
営
方
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
条

例
の
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
議
決
の
施
行
は
内
務
大
症
の
許
可
、

の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。

規
則
の
改
廃
は
郡
参
事
会
（
郡
参
事
会
未
開
設
の
場
合
は
郡
長
）
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さ
ら
に
町
村
の
負
債
、
町
村
特
別
税
の
新
設
・
増
額
、
手
数
料
、
地
租
七
分
の
一
以
上
も
し
く
は
直
接
爵
税
一

O
O分
の
五

。
以
上
一
の
付
加
税
を
賦
課
す
る
こ
と
な
ど
は
、
大
蔵
・
内
務
両
大
臣
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
し
、
町
村
の
営
造
物
や
町
村
基
本

財
産
の
処
分
、
町
村
所
有
不
動
産
の
売
却
な
ど
で
さ
え
、
部
参
事
会
の
許
可
が
な
く
て
は
行
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
町
村

の
議
決
す
る
重
要
な
事
項
は
上
級
機
関
の
許
可
な
く
し
て
は
実
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

、~，

'C 
0) 

町
村
会
の
議
長
は
町
村
長
の
兼
務
で
あ
り
、
町
村
長
は
町
村
会
の
議
決
が
「
公
衆
ノ
利
益
ヲ

ス
」
る
も
の
で
あ

る
と
か
ん
が
え
た
場
合
、
町
村
会
を
停
止
し
、
都
参
事
会
の
裁
定
を
請
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
町
村
会
の
権
問
慨
は
ニ

に
規
則
の
枠
を
は
め
ら
れ
て
お
り
、
著
し
く
制
問
慨
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

rt:ill話I町村］j;l］の施行と行政村の成立

2 

行
政
村
の
成
立

須
勝
村
（
一
冗
板
宿
村
外
九
ケ
村
一
戸
長
役
場
区
域
）
内
の
田
村
、
東
須
磨
村
・
西
須
磨
村
・
多
井
畑
村
は
、
明
治
十

行
政
村
形
成
を

め
ぐ
る
紛
争

年
代
後
半
区
域
内
東
部
の
板
宿
村
か
ら
一
戸
長
役
場
を
東
西
須
磨
村
の
ど
こ
か
へ
移
す
こ
と
を
県
に
出
願
し

て
い
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
さ
ら
に
三
村
分
離
要
求
を
出
し
て
い
た
が
こ
れ
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
一
一
村
は
町
村
制
施
行
の
機
会
に
従
来
の
要
求
を
突
現
し
よ
う
と
し
て
役
場
の
位
置
変
更
を
願
い
出
た
。

し
か
し
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
方
針
を
変
更
し
、
村
会
議
員
を
独
占
す
る
こ
と
で
新
行
政
村
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
、
公
民
数
の
多
い
妙
法
寺

第六節

間
村
の
中
心
人
物
た
ち
は
、
選
挙
会
場
で
も
選
挙
掛
長
の
制
止
を
聞
か
ず
投
票

の
誘
導
を
は
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
結
果
、
村
会
議
員
は
す
べ
て
閉
村
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
郡

村
を
取
り
込
ん
で
村
会
議
員
選
挙
に
臨
ん
だ
。
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長
心
得
の
谷
勘
兵
衛
は
、
選
挙
全
体
に
不
当
な
事
態
が
あ
っ
た
と
し
て
こ
の
選
挙
を
取
り
消
し
、
再
選
挙
と
し
た
。
な
お
他
の

ム
ハ
村
か
ら
も
不
正
選
挙
で
あ
る
か
ら
取
り
消
し
て
ほ
し
い
と
の
訴
願
が
な
さ
れ
た
が
、
郡
長
宛
の
訴
願
は
受
理
で
き
な
い
と
し

て
返
却
さ
れ
た
。

御
影
町
で
は
、
町
長
に
元
明
石
郡
長
渡
辺
徹
を
推
す
帝
国
工
業
会
社
支
配
人
牧
野
惟
焔
ほ
か
町
内
上
層
の
酒
造
家
を
中
心
と

す
る
グ
ル
ー
プ
（
渡
辺
党
）
と
町
内
か
ら
町
長
を
選
出
し
よ
う
と
す
る
大
江
清
兵
衛
ら
の
グ
ル
ー
プ
（
大
江
党
）
が
激
し
く
対
立
し

て
い
た
3

円
月
つ
十
五
日
午
前
の
町
会
議
員
選
挙
の
二
級
選
挙
の
際
に
は
、
午
前
八
時
に
渡
辺
党
派
の
も
の
六

O
人
ば
か
り
が
投
票
を

す
ま
せ
た
後
、
午
前

。
時
に
大
江
党
派
の
も
の
一

O
O人
ば
か
り
が
投
票
所
を
一
度
に
訪
れ
、
そ
の
中
の
一
人
が
元
戸
長
の

選
挙
掛
長
に
選
挙
上
の
質
問
、
を
お
こ
な
っ
た
末
に
、
不
正
選
挙
で
あ
る
と
迫
ま
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
場
内
で
は
大
江
党
派
の

者
が
「
不
正
選
挙
、

不
正
選
挙
」
と
の
戸
、
を
あ
げ
た
た
め
、
掛
長
は
選
挙
を
中
止
す
る
と
い
う
事
態
に
立
も
至
っ
た
。
結
果
、

」
の
選
挙
会
は
無
効
と
な
り
、

互L
}J 

日
に
あ
ら
た
に
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

…
得
度
の
選
挙
は
平
穏
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
選
挙
結
果
は
渡
辺
党
派
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
、

五
月
十
一
日
の
町
会
で

は
、
議
問
良
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
た
も
の
の
渡
辺
徹
を
町
長
と
す
る
こ
と
が
多
数
決
で
採
決
さ
れ
た
。
大
江
党
派
は
、
こ
の
町
長

選
定
の
町
会
そ
の
も
の
に
擬
義
あ
り
と
し
て
、
町
会
の
議
事
録
の
閲
覧
な
要
求
し
、
郡
役
所
と
激
し
い
や
り
と
り
の
末
に
、

月
末
に
や
っ
と
問
閲
覧
し
た
が
、
焼
義
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
渡
辺
党
派
の
澗
造
家
は
、
選
挙
で
反
対
に
ま

（
五
月
二
十
二
日
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
反
対
派
へ
加

わ
っ
た
も
の
へ
締
め
付
け
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
、
『
神
戸
又
新
日
報
』

た

ん

や

い

お

約
一
せ
し
も
の
は
以
後
出
入
を
禁
じ
叉
は
取
引
を
止
め
ん
と
謂
ひ
符
る
」
と
報
じ
た
。

2ラ2
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コ
リ
〈
新
』
は
五
月
十
九
日
の
社
説
で
、
兵
庫
県
の
町
村
会
議
員
選
挙
は
全
体
と
し
て
平
穏
で
あ
っ
た
が
、
ニ
大
紛
争
と
し
て

御
影
町
と
姫
路
市
が
あ
げ
ら
れ
る
と
述
べ
、
御
影
町
に
つ
い
て
は
自
ら
の
町
内
で
町
長
を
選
出
せ
ず
、
悶
郡
長
を
充
て
る
こ
と

は
自
治
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
開
題
で
あ
り
、
天
を
仰
い
で
長
嘆
す
る
だ
け
だ
と
述
べ
た
。

『
叉
新
』
が
嘆
い
た
問
題
す
な
わ

ち
自
治
体
と
し
て
設
定
さ
れ
た
町
村
が
首
長
を
み
ず
か
ら
の
範
矧
内
で
選
出
し
に
く
い
と
い
う
問
題
は
、

J
〈
一
新
』
自
身
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
兵
庫
県
で
は
姫
路
市
・
御
影
町
さ
ら
に
は
明
石
町
の
よ
う
に
、
市
街
地
で
か
つ
内
部
に
利
害
対
立
の
多
い
と

こ
ろ
で
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
選
出
さ
れ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
渡
辺
御
影
町
長
は
、
郡
役
所
に
対
し
て
自
治
体
の
独
自
性
を
主
張
し
た
。

菟
原
郡
・
武
庫
郡
で
は
、
戸
長
が
郡
役
所
に
毎
月
五
日
あ
つ
ま
っ
て
事
務
打
ち
合
わ
せ
の
会
開
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
町
村

市制i町村詰ijの施行と行政村の成立

制
施
行
以
降
は
町
村
長
会
を
毎
月
十
日
に
聞
く
こ
と
に
し
た
。
会
長
に
は
渡
辺
が
、
副
会
長
に
は
西
宮
町
長
の
問
沢
熊
江
が
選

ば
れ
た
。

そ
の
最
初
の
会
で
山
崎
郡
長
は
、
自
治
体
の
町
長
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
羽
織
袴
か
洋
服
を
着
用
せ
よ
と
出
戸
長
間
後
に
町

村
長
に
干
渉
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
田
沢
は
公
選
で
選
出
さ
れ
た
自
治
体
の
事
務
員
だ
か
ら
住
民
に
接
し
や
す
い
も
の
で
い

い
と
述
べ
、
渡
辺
も
住
民
の
た
め
に
便
益
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
服
を
着
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
な
い
と
、
郡
長
の
意
見

を
否
定
し
た
。

明
治
十
年
代
を
通
じ
て
市
街
が
拡
大
し
て
い
た
神
戸
区
で
は
、
市
制
施
行
と
前
後
し
て
、
周
辺
の
町
村

路
辺
農
村
の
編
入

を
め
ぐ
る
動
向

の
一
編
入
が
問
題
と
な
っ
た
。
葺
入
門
口
村
は
、
明
治
一
一
十
年
末
か
ら
神
戸
区
へ
の
編
入
を
希
望
し
て
お
り
、

第六節

明
治
二
十

年
一
月
末
に
は
、
こ
の
問
題
で
県
庁
へ
総
代
五
人
が
召
喚
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
編
入
は
諮
単
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
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市
制
施
行
夜
前
の
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
に
な
っ
て
、
荒
回
村
と
と
も
に
編
入
さ
れ
た
。

菩
合
村
の
編
入
が
す
ぐ
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
周
辺
農
村
に
は
地
主
が
多
く
、
そ
れ
が
国
税
納
入
額
に
よ
る

制
限
選
挙
制
度
を
と
っ
て
い
た
県
会
議
員
の
選
挙
や
市
会
の
一
ニ
級
選
挙
に
多
大
な
影
響
な
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
苔
A
n
村
の

人
口
は
こ
の
と
き
五
五

O
O人
程
度
で
あ
っ
た
が
、

『
又
新
』
（
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
七
日
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
う
ち
県
会
議

口
県
の
選
挙
権
な
持
つ
者
は

二
七
人
（
被
選
挙
権
者
八
二
人
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
神
戸
区
は
人
口
一
一
一
一
万
程
度
で
、
選
挙

権
者
は
七
二
四
人
（
被
選
挙
権
者
一
一
一
九
八
人
）
で
あ
り
、

人
口
で
神
戸
区
の
一
一

O
分
の
一
程
度
の
菩
合
村
が
選
挙
権
者
で
は
ふ
ハ
分
の

程
度
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
市
街
地
の
拡
大
と
い
う
点
で
は
当
然
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
、
そ
の
こ
と
が

政
治
的
変
動
を
生
み
や
す
い
だ
け
に
、
市
へ
の
編
入
は
簡
単
に
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

市
制
実
施
後
、

さ
ら
に
入
部
郡
湊
村
・
林
田
村
の
編
入
が
問
題
と
な
っ
た
ο

神
戸
市
と
境
を
接
す
る
湊
村
お
よ
び
林
田
村
の

う
ち
旧
五
カ
村
（
長
田
・
策
尻
池
・
御
崎
・
土
日
間
新
田
・
今
和
問
新
郎
）
は
、
明
治
二
十
一
年
九
月
神
戸
市
へ
の
編
入
を
県
に
願
い
出

た
。
内
海
忠
勝
県
知
事
は
こ
れ
を
妥
当
と
認
め
翌
二
十
ニ
年
、
市
会
へ
諮
問
し
た
。
諮
問
さ
れ
た
市
会
で
は
議
論
が
分
か
れ
た
。

編
入
誇
願
村
か
ら
も
っ
と
も
離
れ
た
神
戸
区
は
時
期
尚
早
を
主
張
し
、
渡
来
区
は
御
崎
・
今
和
田
新
聞
・
奥
平
野
史
一
一
カ
村
の

み
の
編
入
、
境
を
接
す
る
湊
西
区
は
諮
問
ど
お
り
編
入
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
新
村
編
入
に
よ
る
政
治
的
な
位
置

の
低
下
を
神
戸
区
や
湊
東
区
が
恐
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
編
入
を
願
い
出
た
村
の
側
で
も
林
田
村
内
で
は
旧
駒
ケ
林
・
野
田
・
西
尻
池
の
三
村
が
合
併
に
反
対
し
、
一
一
一
村
か
ら
の

議
員
、
が
多
数
を
し
め
る
村
会
で
反
対
を
議
決
し
た
。
反
対
の
理
由
は
旧
三
村
は
も
と
か
ら
編
入
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
こ
こ
で
村

が
分
裂
す
る
こ
と
は
不
利
益
が
大
き
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
林
田
村
内
で
対
立
し
あ
う
村
々
は
、
神
戸
市
会
議
員
に
対
し
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て
そ
れ
ぞ
れ
工
作
を
行
っ
た
。
神
戸
市
会
は
八
月
三
日
、
編
入
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
可
一
台
を
問
う
た
が
、
意
見
は
ま
と
ま
ら

ず
、
最
終
的
に
こ
の
県
令
の
諮
問
は
否
、
決
さ
れ
、
編
入
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
須
磨
村
も
編
入
を
議
顕
し
た
。
明
治
二
十
二
年
七
月
ニ
十
四
臼
の
『
又
新
』
に
よ
れ
ば
、
須
藤
村
が
一
綿
入
を
希
望

し
た
理
由
は
、
須
磨
に
土
地
や
別
寝
念
も
つ
神
戸
市
民
が
多
く
、
生
活
上
関
連
が
深
い
上
に
、
山
陽
線
開
通
以
来
そ
の
方
向
が

い
っ
そ
う
、
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
神
戸
市
へ
の
周
辺
農
村
の
編
入
に
よ
っ
て
入
部
郡
が
縮
小
し
、
都
制
施
行
の
時
に
独
立

の
郡
と
し
て
維
持
で
き
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
明
石
郡
や
業
譲
郡
と
の
合
併
さ
え
起
こ
り
か
ね
な
い
こ
と
な
危
倶
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
編
入
の
請
願
は
知
事
が
可
否
を
問
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

市街ii］町村儀ljの施行と行政村の成立第六節

明治23年町村長・助役中

名誉職・有給区分（単位・人）

表 76
新
町
村
の

役
場

町
村
長
と
助
役
は
一
ニ

O
歳
以
上
の
町
村
公
民
の
中
か
ら
、
町
村
会
議
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
経
期
は

し
か
し
町
村
の
事
情
に
よ
っ

四
年
で
、
名
誉
職
と
さ
れ
、
無
給
で
事
務
を
お
こ
な
う
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。

役

有給

助町村長
君E

入部郡

菟原郡

有馬郡

明石郡

美護部

て
は
、
条
例
で
有
給
の
町
村
長
・
助
役
を
お
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
町
村

資料：明治22,23年 T兵庫県統計設」

の
会
計
事
務
支
任
者
と
し
て
収
入
役
が
お
か
れ
た
。
任
期
は
問
年
で
、
金
銭
を
あ
っ

か
い
、
事
務
設
が
多
い
こ
と
か
ら
有
給
と
さ
れ
た
。
収
入
役
は
町
村
長
の
推
薦
に
よ

り
町
村
会
が
こ
れ
を
選
任
し
た
。
さ
ら
に
町
村
書
記
や
附
属
口
氏
が
同
様
な
方
法
で
選

便
さ
れ
た
。
な
お
使
了
（
小
使
）
の
選
任
は
町
村
長
が
お
こ
な
っ
た
。
村
長
・
助
役
・

収
入
役
は
市
域
各
村
で
は
当
初
一
人
ず
つ
で
あ
っ
た
が
、

附
属
口
氏
の
数
は
人

口
が
最
少
の
大
沢
村
で
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
っ
、
平
均
的
な
人
口
の

入
、
附
属
員
二
人
で
町
村
の
規
模
に
よ
っ
て
人
数
が
こ
と
な
っ
た
。
村
長
以
下
使
丁

近代・現代歴史総w2ララ



明治23年度大沢村

役場吏員年間報酬

給与予算

表 77

現員と年額

人円
1 報酬72

欠員

1 給料72

1 給料60

1 給料48

1 給料42

ま
で
含
ん
で
町
村
役
場
は
一

O
人
前
後
で
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

町
村
制
施
行
時
の
市
域
に
お
け
る
町
村
長
お
よ
び
助
投
は
名
誉
職
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
（
表
向
）
。

し
か
し
名
誉
職
に
対
し
て
も
、
職
務
に
対
す
る
報
酬
な
渡

7
2

村長

助役

収入役

設記

附属員

使丁

が
ゆ
る
さ
れ
て
お
り
、
市
域
の
名
誉
職
就
任
者
は
大
体
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

村
長
の
年
間
報
酬
は
、
玉
津
村
で
八
五
円
、
大
沢
村
で
七
一
一
円
で
あ
っ
た
。
大
沢
村

が
ま
と
め
て
渡
さ
れ
て
い
た
。
表
作
の
よ
う
に
大
沢
村
村
長
の
報
酬
が
、
岡
村
の
有
給
の
収
入
役
と
向
額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

の
場
合
、
こ
の
報
酬
は
三
カ
月
を
一
期
と
し
て
、
そ
の
期
の
二
カ
月
日
に
一
一
一
カ
月
分

日項

わ
か
る
よ
う
に
、
名
誉
職
村
長
・
助
役
の
報
酬
額
は
他
の
有
給
役
場
吏
員
と
同
額
か
そ
れ
よ
り
高
額
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
無

給
で
職
を
つ
と
め
る
名
誉
職
と
い
う
町
村
制
の
理
念
は
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

町
村
の
実
際
の
運
営
に
お
け
る
名
誉
職
と
有
給
の
違
い
は
、
名
誉
職
の
場
合
、
村
内
公
民
が

rH分
の
生
業
の
余
暇
を
利
用
し

て
職
務
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
兼
職
は
当
然
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
有
給
の
場
合
、
生
業
と
し
て
専
門
的
に
そ
の
役
職

を
に
な
う
も
の
で
あ
り
、
兼
業
は
基
本
的
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
専
門
性
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
町
村
公
民
で

な
く
と
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。

村
長
や
助
役
が
役
場
事
務
を
日
常
的
に
役
場
に
つ
め
て
担
う
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
村
会
は
こ
れ
を
有
給
に
し
よ
う
と
し

た
。
例
え
ば
、
玉
津
村
で
は
名
誉
職
で
選
出
さ
れ
た
村
長
が
、
営
業
の
た
め
常
に
村
内
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
二
年
連
続
で
辞
任
し
た
。
村
会
は
、
村
内
に
適
当
な
人
物
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
有
給
の
村
長
を
村
の
内
外

を
間
わ
ず
選
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
内
務
大
臣
の
許
可
な
え
た
上
で
明
治
二
十
五
年
一
月
二
十
八
日
、
有
給
村
長
条
例
を
施
行
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し
た
。
ま
た
淡
河
村
で
は
、
事
務
能
力
の
あ
る
助
役
を
探
し
て
、
有
給
で
選
任
す
る
こ
と
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
選
出
さ
れ
た
も

の
が
家
事
の
都
合
で
公
務
に
専
念
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
悶
辞
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
候
補
が
見
つ
か
ら
ず
一
年
間
設
置
を

猶
予
し
た
。

ま
た
上
淡
河
村
で
は
同
様
の
理
由
で
、
事
務
能
力
を
持
つ
も
の
を
有
給
助
役
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
蒐
原
郡
田
中
村
外
六
ケ

村
一
戸
長
役
場
筆
生
で
あ
っ
た
肝
陪
福
松
を
明
治
一
一
十
二
年
有
給
助
役
に
選
出
し
た
。

か
れ
は
出
身
の
有
店
内
部
解
風
村
を
離
れ
、

一
戸
長
役
場
に
つ
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
吏
員
と
し
て
能
力
を
替
え
、
さ
ら
に
そ
の
能
力
を
生
か
せ
る
場
所
へ
と
移
動
し
、

長
年
助
役
を
つ
と
め
た
後
、
明
治
一
一
一
十

年
村
長
に
な
っ
た
。
行
政
能
力
を
も
っ
吏
員
が
歩
ん
だ
も
っ
と
も
順
識
な
事
例
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

市j~J町村信ljの施行と行政村の成立

旧
連
合
町
村
一
円
長
役
場
や
郡
役
所
の
書
記
な
ど
に
形
成
さ
れ
た
事
務
能
力
を
持
つ
専
門
的
吏
員
宿
は
、
新
し
い
町
村
役
場
の

構
成
員
と
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

か
れ
ら
が
引
き
続
い
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
表
口
（
間
一
気
）

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
市
域
の
町
村
合
と
っ
て
み
て
も
、
有
馬
郡
・
明
石
郡
で
は
、
出
戸
長
が
そ
の
ま
ま
村
長
と
な
る
例
が
半

数－
W
｝
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

専
門
吏
員
的
な
村
長
が
就
任
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
村
内
か
ら
全
体
を
代
表
し
、

か
つ
運
営
能
力
を
も
っ
人
物
を
選
出
し
に

く
い
町
村
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
須
磨
村
で
の
紛
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

行
政
村
が
近
世
の
村
の
連
合
体
的
な
性
格
を
も
つ
た
め
、
そ
の
内
部
の
人
々
は
自
村
の
利
害
に
拘
束
さ
れ
て
行
政
村
全
体
を
代

第六節

表
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
、

玉
津
村
の
よ
う
に
能
力
が
あ
り
全
体
な
代
表
し
う
る
人
物
が
存
在
し
て
も
、
自
己
の
経
営

に
忙
し
く
自
村
に
日
常
的
に
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
御
影
町
の
よ
う
に
都
市
化
し
て
お
り
利
害
が
錯
結
し
て
内
部
対
立
が
激
し
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い
上
に
事
務
査
が
非
常
に
多
い
た
め
、
村
内
で
適
当
な
人
物
を
見
い
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

街
有
率
務
と

委
任
事
務

町
村
の
事
務
に
は
町
村
独
自
の
事
務
で
あ
る
悶
有
事
務
と
、
間
・
府
県
・
郡
か
ら
町
村
に
委
任
す
る
委
任
事

務
（
教
育
や
勧
業
な
ど
）
が
あ
っ
た
。
町
村
事
務
を
遂
行
す
る
町
村
の
執
行
機
関
は
町
村
長
と
そ
の
補
助
者
で
あ

る
助
役
で
あ
り
、
委
任
事
務
は
助
役
に
分
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
任
事
務
は
閑
政
・
府
県
政
・
郡
政
上
の
事
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
費
用
は
町
村
の
負
担
で
あ
り
、

町
村
の
予
算
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
政
府
は
、
負
担
さ
せ
た
委
任
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
た
と
え
町
村
が

拒
一
合
し
て
も
経
費
な
町
村
予
算
に
計
上
さ
せ
る
権
限
を
与
え
た
（
強
制
予
算
制
度
）
。

町
村
の
歳
入
は
、
町
村
有
財
産
（
町
村
基
本
財
産
）
・
使
用
料
・
手
数
料
・
町
村
税
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
政
府
は
町
村
基
本

財
産
か
ら
の
収
入
（
例
え
ば
不
動
産
借
地
料
や
積
立
金
殺
な
ど
の
利
子
）
を
町
村
歳
入
の
基
本
と
し
、
こ
れ
に
手
数
料
と
能
用
料
を
加

え
た
も
の
で
町
村
を
運
営
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
直
接
住
民
に
た
い
し
て
税
負
担
を
求
め
な
い
「
不
安
公
課
町
村
」

と
い
わ
れ
る
町
村
運
営
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
こ
の
理
念
は
ま
っ
た
く
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
。
表
河
の
よ
う
に
市
域
の
町
村
の
歳
入
を
郡
別
に
み
る
な

ら
、
菟
原
郡
・
骨
一
一
人
護
郡
で
は
財
産
収
入
・
手
数
料
な
ど
の
収
入
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

入
部
－

mm
お
郡
で
一

O
%強
で
あ
っ
た
。

有
馬
郡
は
例
外
的
に
財
産
収
入
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
額
は
全
県
町
村
の
財
政
収
入
総
額
の
八
割
を
も
占
め
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
村
財
政
歳
入
平
均
の
四
分
の
一
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。

歳
入
の
大
部
分
を
し
め
る
町
村
税
は
、
国
税
・
直
税
の
付
加
税
も
し
く
は
直
接
・
間
接
の
特
別
税
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
の

中
心
は
国
税
で
あ
る
地
租
の
付
加
税
で
あ
る
地
租
割
と
、
府
県
税
戸
数
割
税
の
付
加
税
で
あ
る
戸
別
割
で
あ
っ
た
。
地
租
の
七
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市制lllJ・村市！の施行と行政村の成立第六節

明治23年度郡別町村歳入額合計表 78

美喜建都

内円

2 

3,283 

577 

明石郡有馬郡

円
3, 708 

1, 587 

1, 078 

232 
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地
一
戸
営
そ

14,808 

%

3

4

1

 

4
a
H
D
 

30,662 

%

8

2

3

 

4
・

ミ
υ

f

i

26,802 

%

3

6

5

 

d
斗
白
今
，
ゐ
今
，
“

14,522 

%

3

8

2

 

7

1

 

7,867 

%

4

4

3

 

4
e
句
、

υ
t
A

昔ト

戸数割比率

地価割比率

財産等比率

令

f主主） 比率はそれぞれ総書誌に対するもの。 ltJifil害容の内容は，財産収入・手数料使用料・雑収入・寄付金の合計。

資料：明治24生FP兵隊県統計議3

分
の
一
と
い
う
上
限
が
も
う
け
ら
れ
て
い
て
地
租

の
納
入
を
さ
ま
た
げ
な
い
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
こ
え
る
こ
と
は
災
害
復
氾
な
ど
特
別
な
と

き
に
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
町
村

の
財
政
は
戸
別
割
へ
の
依
存
が
大
き
か
っ
た
。
市

街
地
の
多
い
菟
涼
郡
で
は
総
額
の
七
O
%
を
占
め
、

農
村
部
で
あ
る
美
譲
郡
を
は
じ
め
他
郡
で
も
四
五

笠
間
後
、
な
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
兵
庫
県
の
県
税

で
あ
る
地
方
税
の
歳
入
の
中
で
、
地
租
割
が

%
、
戸
数
割
が
八
%
で
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ

った。一
戸
別
割
を
徴
収
す
る
に
あ
た
っ
て
、
町
村
会
は

ま
ず

の
認
定
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
戸
別
割
の
「
戸
」
は
、
公
開
問
機
規
定
に
あ
る
独
立

の
生
計
を
も
っ
者
を
指
す
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
は

罰
法
上
の
一
戸
主
宏
指
す
わ
け
で
は
な
く
、
現
実
に

税
金
を
負
担
し
う
る
経
済
的
な
単
位
を
意
味
し
て

近代・現代Hを史編N259 



明治23年度大沢村

戸別割等級表

等級 歩合 人（人）

1. 00 

2 0.50 5 

3 0.45 2 

4 0.40 12 

5 0.38 3 

6 0.35 8 

7 0.32 14 

8 0.30 13 

9 0.28 13 

10 0.26 13 

11 0.24 25 

12 0.22 20 

13 0.20 14 

14 0. 18 30 

15 0. 16 16 

16 0. 13 13 

17 0.10 78 

18 0.05 40 

免除 12 

（注） 歩合は，税額の法準を l

としたときの比率

お
り
、
た
と
え
同
居
者
で
も
、
生
計

を
別
に
す
る
者
は
二
戸
と
把
握
さ
れ

た。
町
村
制
以
前
は
、

P
2ふ
戸

」

ず

、
4

7
t
，刀

で
あ
る
か
の
決
定
は
部
務
で
行
わ
れ

B
G
o
o
－

－

2
主
e

拾が

a

2

2

5

8

8

8

9

1

2

2

2

2

2

2

ま
W
｝

吉

町

2

2

2

2

2

2

2

不
i
不

式
に
は
こ
れ
を
町
村
会
に
委
ね
た
（
た
だ
し
こ
の
よ
う

て
い
た
の
に
対
し
て
、
町
村
制
は
公

に
な
っ
て
も
部
落
で
の
予
備
的
な
決
定
は
お
こ
な
わ
れ
て

割
遜
一
数

矧
変
一
艇

一
伊
川
一
串

ホ
勢
一
ー
ー
！
！

沢
級
一

大
等
一

表 79

度

3

4

5

6

7

8

9

0

）
、

3

4

5

6

7

8

9

0

ヲ

ぬ

う

ゐ

今

ゐ

勺

4

ヲ
白
今
’
u

ヴ

ゐ

今

。

一

｛

内
δ

q

u

今、
u

今
δ

2

d

ミ
v
q
u
A
a

治明

おり、

部
務
が
実
質
的
に
「
戸
L

を
決
定
す
る
と
い
う
傾

条
例
で

向
は
な
お
残
っ
た
）
。

別
割
に
お
け
る

そ
こ
で
町
村
会
は
、

に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
た
。

た
と
え
ば
大
沢
村
で
は
、
条
例
第
一
口
マ
で
本
籍
・
寄
留
・
問
居
に
か
か
わ
ら
ず
、
炊
飯
や
寵
を
別
に
す
る
者
に
は
一
戸
別
割
を
か

表 80

年

け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
玉
津
村
で
は
炊
飯
を
別
に
す
る
者
お
よ
び
生
計
を
別
に
す
る
者
は

な
お
戸
別
割
に
は
、
財
産
の
多
寡
に
よ
っ
て
等
級
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

戸
と
さ
れ
た
。

町
村
制
当
初
の
大
沢
村
で
一
八
等
、

A

U

2

、

〉

3

一M
T
カ
F
J
仰い

玉
津
村
で
一

六
等
の
等
級
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
最
下
層
の
も
の
は
免
除
と
な
っ
て
い
た
。
表
刊
の
大
沢
村
の
等
級
表
か
ら
、

等
級
あ
た
り
の
上
関
の
対
極
に
一
七
等
・
一
八
等
さ
ら
に
は
免
除
者
と
い
う
貧
困
層
が
分
厚
く
堆
積
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

等
級
数
は
、
財
鹿
の
格
差
が
激
し
い
都
市
部
ほ
ど
多
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
等
級
数
は
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
大
沢
村

260 近代数u時期の神戸第一主主
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明治23年度郡別mr村歳出額合計章受 81 

日

河
3, 196 

136 

185 

3, 502 

677 i 

o, 
4! 

さ建議郡

円
6,871 

356 

705 

4, 785 

264 

82 

1,020 

245 

明石郡

円
11, 774 

495 

2,003 

11, 111 

1,380 

44 

1, 351 

190 

有馬郡

円
7, 526 

382 

4,639 

6,428 

417 

32 

1,209 

388 

4,435 

217 

菟原君［I

同
7,476 

222 

1, 432 I 

3, 886 i 

352 ! 

58 

1, 075 

5 

役場設

会議費

土木費

教育費

衛生 Yi{

救助 Yi{

災害予防費

勧業安

公佼~
財産管理後

諸税負担

積立金

制り戻し

雑支出

入部郡設

976 

0 

61 I 

21 i 79 94 

役場資比率

教育費比率

土木費比率

14,407 

%

8

3

5

 

A
守

勾

δ

29,428 

%

O

S

7

 

4
B
今

δ

26, 743 

%

8

4

7

 

2

2

1

 

7, 782 

%

1

5

2

 

4

4
・

z
r
j
 

】

wru
メL
I=! 

で
は
、
市
夜
間
の
よ
う
に
明
治
問
十
年
に
は

二
九
等
に
も
な
っ
た
。
等
級
の
増
加
は
、

地
域
社
会
に
お
い
て
地
主
制
や
資
本
主
義

の
展
開
に
よ
っ
て
賞
認
の
格
差
の
拡
大
し

て
い
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

新
町
村
の
歳
出
は
、
表
剖
の
よ
う
に
市

域
の
場
合
、
特
加
の
出
裂
の
あ
っ
た
有
馬

郡
を
除
け
ば
、
役
場
裂
が
全
体
の
四

O
M沖

強
、
教
育
賓
が
一
一
一

0
1凶
O
%と
こ
の

つ
の
資
協
の
割
合
が
他
に
比
べ
格
段
に
高

か
っ
た
。
教
育
費
の
町
村
財
政
に
占
め
る

資料：明治24年 r兵感県統計撚」

割
合
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
例

え
ば
上
淡
河
村
で
は
、
表
白
の
よ
う
に
経

常
費
総
額
に
お
け
る
教
育
費
の
割
合
は
、

就
学
率
お
よ
び
学
校
へ
の
出
席
率
が
向
上

し
て
い
く
な
か
で
、
当
初
の
四

O
%弱
か

ら
、
日
活
戦
争
後
に
な
る
と
五

OVPを
こ

近代・現代E霊史編！IV 26x 



上淡河村経常設に占める

教育費の比率

年度 教育費 総額 比率

円 円 芳b
明治23 340 911 37 

24 372 904 41 

25 384 1, 000 38 

26 405 995 41 

27 461 1, 011 46 

28 740 1, 259 59 

29 706 l，抑； 53 

30 791 1, 447 SS 

31 9S6 1, 7S6 S4 

32 1,082 2,042 S3 

え
る
に
ま
で
い
た
っ
た
。

（注） 諮問寺霊堂明治28年小学校｛臨ま建資 80円

明治29年小学校地築後468円

し
か
も
明
治
二
十
一
二
年
の
学
校
令
の
改
正
に
よ
り
街
易
小
学
校

を
廃
止
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
の
み
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
（
実
施
は
明
治
二
十
五
年
四
月
一
臼
か
ら
）
を
受
け
て
、
市
域
の
行

政
村
内
の
小
学
校
は
統
合
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
学

校
移
転
、
新
校
舎
建
築
な
ど
の
た
め
の
巨
額
の
費
用
が
臨
時
費
と

し
て
課
さ
れ
た
。
抑
え
ば
大
沢
村
で
は
明
治
二
十
八
年
の
予
算
で

臨
時
費
と
し
て
小
学
校
新
築
費
二
一
O
O
円
、
役
場
新
築
費
一
一
一
O

表 82
。
円
の
総
計
…
五
O
O
円
を
計
上
し
た
が
、
こ
れ
は
前
年
の
経
常
費
予
算
総
額
の
一
・
五
倍
に
も
の
ぼ
る
額
で
あ
っ
た
。
多
く

の
場
合
こ
の
臨
時
授
支
出
の
た
め
の
資
金
は
、
町
村
税
だ
け
で
は
賄
え
ず
、
寄
付
金
や
村
僚
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
先
の
大
沢

村
の
支
出
も
寄
付
金
を
予
定
し
て
い
た
が
、
寄
付
だ
け
で
は
足
ら
ず
一
二
O
O
円
を
村
債
に
た
よ
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
土
木
授
の
割
合
は
少
な
く
、
有
馬
郡
を
除
い
て
一
O
%
以
下
で
あ
っ
た
。
同
年
の
兵
庫
県
の
地
方
税
支
出
で

は
土
木
裂
が
一
一
一
C
%
、
町
村
土
木
補
助
費
を
含
め
れ
ば
四
O
%
を
占
め
、
教
育
費
が
一
一
一
%
で
あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
て
こ
れ
も
ま

た
対
照
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
歳
出
比
率
と
な
っ
た
の
は
初
等
教
育
が
町
村
に
委
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
土
木
事
業
が
広
域
の
場
合
は
県
｜

起
臨
す
る
。

郡
で
、
日
常
の
道
路
・
用
水
な
ど
は
部
落
日
旧
村
で
担
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
行
政
村
と
し
て
の
事
業
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に

262 近代数明期の神戸第一主主
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（単位：内）
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明治24年度玉津村土木設配当予算表

1. 30 

1. 30 

1. 00 

0. 70 

1. 40 

2. 10 

1. 10 

橋梁

2. 10 

2. 10 

1. 10 

3. 77 

県道

表 83

2. 30 . 

1. 40 

2. 70 

3.50 

部落名

下洋橋

間中

尉住

小 Ill

ニツ産主

新村

今津

水谷

高十jt橋

西 j可!lT{

新方

上池

森友
亡を三 口ゴ
にl 1.u 

（役場）

た
と
え
ば
上
淡
荷
村
で
は
、
明
治
二
十
二
年
に
経
常
費
か

ら
土
木
賀
と
し
て
五
円
支
出
さ
れ
て
以
来
、
明
治
三
十
五
年

ま
で
経
常
裂
と
し
て
土
木
費
は
掲
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
聞
の
ま

と
ま
っ
た
土
木
費
支
出
は
明
治
二
十
九
年
の
大
水
市
首
に
対
す

る
綿
時
費
が
そ
の
年
か
ら
三
年
間
二
五

O
円
弱
支
出
さ
れ
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
毎
年
旧
村
の
協
議
費
負
担
に

ま
わ
さ
れ
て
お
り
、
行
政
村
は
土
木
を
担
う
単
位
と
し
て
は

ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
土
木
貨
の
処
理
は
、
土
木
践
を
支
出
項
闘
と

し
て
掲
げ
た
村
で
も
舟
様
で
あ
っ
た
。

玉
津
村
は
、
土
木
費

を
大
宇
土
木
授
と
連
帯
土
木
費
の
二
つ
に
分
け
た
。
そ
の
う

ち
大
字
土
木
賀
は
、
行
政
村
内
の
大
学
日
部
落
の
地
租
納
入

額
の
比
率
に
応
じ
て
一
定
の
土
木
費
を
分
配
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
連
帯
土
木
費
は
行
政
村
内
の
河
川

橋
梁
・
県
道
・
塁
道
の
土
木
工
事
に
つ
い
て
、
部
落
の
財
政

負
担
率
と
関
係
な
く
、

の
必
要
に
応
じ
て
町
村
税
か
ら

支
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
表
部
）
。
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そ
し
て
両
土
木
費
の
事
業
と
も
、

工
事
を
担
う
の
は
部
落
と
さ
れ
、
部
落
は
商
工
事
授
を
合
計
し
た
金
額
の
範
間
内
で
適
度

の
工
事
を
村
長
の
舵
替
の
も
と
で
行
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
行
政
村
を
単
位
と
し
た
、
水
中
一
一
日
の
際
の
大
規
模
な
土
木
賢
、
役
場
や
先
に
み
た
よ
う
な
小
学
校
の
建
築
費
、
伝
染
病
対

策
費
な
ど
の
事
業
の
た
め
の
支
出
は
、
臨
時
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
通
常
の
歳
入
で
賄
え
な
い
こ
と
が

多
く
、
そ
の
場
合
行
政
村
を
単
位
と
し
て
起
債
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
起
債
は
村
財
政
を
圧
迫
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

行
政
村
と

部
洛

市
制
町
村
制
に
お
け
る
行
政
村
と
部
落
の
関
係
は
、
そ
れ
以
前
の
連
合
町
村
戸
長
役
場
・
連
合
町
村
会
と
村
の

関
係
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
町
村
合
併
と
い
う
見
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
村
会
議
員
の
選
出

や
土
木
殺
の
処
理
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
村
は
部
落
の
連
合
体
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
。
現
実
の
地
域
の
運
営
は
、
行
政

村
と
部
落
と
が
補
完
し
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
り
、
行
政
村
の
運
営
を
円
滑
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
に
直
接
部

落
を
組
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。

政
府
自
身
も
、
町
村
制
の
条
項
で
、
町
村
の
区
域
が
広
が
っ
た
り
人
口
が
親
密
で
あ
る
場
合
、
行
政
村
内
に
さ
ら
に
小
単
位

の
区
間
を
設
け
る
「
行
政
区
L

ゃ
、
独
自
の
財
産
を
も
っ
団
体
と
し
て
の
「
財
産
区
」
を
認
め
て
い
た
。

行
政
区
と
は
、
町
村
会
が
、
町
村
事
務
の
使
宜
の
た
め
に
、
町
村
区
域
を
数
区
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
に
一
弘
長
お
よ

び
そ
の
代
理
人
を
一
人
ず
つ
町
村
会
も
し
く
は
後
に
述
べ
る
区
会
で
選
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
財
産
区
は
、
町
村
内
に
お
い

て
特
定
の
区
域
が
「
特
別
一
一
財
産
ヲ
所
有
L

す
る
か
営
造
物
を
も
う
け
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
負
扱
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

町
村
制
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
特
定
区
域
内
に
居
住
す
る
者
は
そ
の
財
産
・
営
造
物
に
つ
い
て
の
負
担
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と

競
定
さ
れ
て
い
た
。

財
産
や
営
造
物
（
部
落
有
の
道
路
橋
梁
も
入
る
）
を
も
っ
旧
村
は
ほ
ぼ
財
産
阪
と
な
っ
た
。

ま
た
郡
参
事
会
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（
未
開
設
の
場
合
に
は
郡
長
）
は
そ
の
町
村
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
行
政
一
弘
や
財
産
院
に
一
弘
会
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
政
府
は
、
行
政
村
に
旧
村
を
合
併
し
て
い
く
と
い
う
建
前
上
、
行
政
院
や
財
E

政
広
一
を
積
極
的
に
設
け
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
行
政
援
の
設
置
を
認
め
ず
、
財
産
区
の
場
合
も
区
会
の
設
定
お
よ
び
そ
こ
で
匹
長
を
選
出
す
る
こ
と

は
認
め
な
い
方
針
を
と
っ
た
。

し
た
が
っ
て
行
政
村
と
部
落
と
の
関
係
を
条
部
な
ど
に
よ
っ
て
明
確
に
せ
ず
、
村
の
総
代
の
寄
り
合
い
と
い
う
形
を
と
る
町

村
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
町
村
に
よ
っ
て
は
部
落
の
運
営
に
つ
い
て
条
例
を
定
め
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
大
沢
村
で
は
、

町
村
の
行
政
の
事
務
を

部
担
う
こ
と
を
職
務
と
し
た
常
設
委
員
を
泣
く
こ
と
を
町
村
部
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
利
用
し
て
、

村
内
各
部
落
か
ら
一
人
づ
つ
の
常
設
委
員
を
選
出
し
た
。
そ
の
職
務
は
、
道
路
・
橋
梁
、
河
川
、
潜
諜
の
修
築
に
つ
い
て
村
長

市制町村制の施行と行政村の成立

へ
報
告
す
る
と
と
も
に
監
督
す
る
こ
と
、
勧
業
・
衛
生
・
学
業
な
ど
村
長
よ
り
委
任
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
と
人
民
へ

の
注
意
、
臨
時
の
令
違
の
趣
旨
に
つ
い
て
人
民
に
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
、
職
務
上
必
要
と
お
も
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
村
長
へ
報

知
す
る
こ
と
、
墓
地
を
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
常
設
委
員
は
毎
月
一
度
役
場
で
職
務
遂
行
や
村
内
外
の
利
害
に
関

ず
る
こ
と
を
協
議
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い

大
沢
村
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
常
設
委
員
の
下
に
、
出
来
の
什
長
に
あ
た
る
者
と
し
て
組
頭
を
設
援
し
た
。
組
一
践
は
、
組
中
の

一
戸
籍
の
異
動
に
注
意
を
払
い
、
常
設
委
員
と
気
脈
を
通
じ
て
事
務
を
処
理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
組
頭
は
明
治
二

の
村
会
で
設
置
さ
れ
た
伝
染
病
対
策
の
た
め
の
衛
生
組
合
の
長
で
も
あ
っ
た
。
総
数
は
神
付
村
で
一
一
組
、
上
大
沢
村
で
六
組
、

第六節

中
大
沢
村
で
五
組
、

日
間
原
村
で
七
組
、
探
村
で
二
組
、
市
原
村
で
三
組
設
け
ら
れ
た
。
組
を
儲
成
す
る
戸
数
は
若
干
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
一
二
戸
か
ら
一
五
一
円
程
度
で
あ
っ
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淡
河
村
で
は
、
最
初
大
沢
村
と
同
様
の
常
設
委
員
を
選
出
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
一
一
一
年
九
月
限
り
で
こ
れ
を
廃
止
し
、

わ
り
に
各
村
へ
組
長
一
人
を
設
置
し
た
。
組
長
の
任
期
は
二
年
で
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
者
は
町
村
公
民
で
、
選
挙
区
は
部
落

を
単
位
と
し
た
。
常
設
委
員
廃
止
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
常
設
委
員
の
選
出
が
町
村
会
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で

は
部
落
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
部
落
の
意
見
を
よ
り
強
く
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

御
影
町
の
う
ち
旧
制
御
影
村
は
、
も
と
も
と
大
村
で
従
米
か
ら
村
内
は
東
ノ
町
・
弓
場
町
・
中
ノ
町
・
閲
ノ
町
か
ら
成
り
立
つ

て
お
り
、
こ
れ
を
行
政
の
単
位
と
し
て
い
た
。
御
影
町
成
立
と
と
も
に
村
内
の
各
町
お
よ
び
編
入
し
た
東
明
・
石
康
・
郡
家
村

に
組
長
及
び
副
組
長
が
設
置
さ
れ
た
。
政
府
H
H
県
は
こ
の
よ
う
な
市
街
地
に
つ
い
て
は
行
政
区
形
成
を
比
較
的
平
く
か
ら
認
め

て
い
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
六
年
四
月
二
十
四
日
の
町
会
で
決
定
さ
れ
た
条
例
で
は
こ
れ
を
行
政
誌
と
し
、
各
灰
一
に
は
区
長
と

区
長
代
理
が
設
置
さ
れ
た
。
区
一
口
氏
・
一
弘
長
代
理
は
ほ
と
ん
ど
従
来
の
組
長
・
部
組
長
が
そ
の
ま
ま
就
任
し
た
。
区
長
の
職
務
は
、

町
内
行
政
事
務
の
補
助
と
く
に
住
民
に
直
接
関
係
す
る
夜
警
や
溝
掃
除
、
伝
染
病
予
防
、
消
防
、
住
民
出
入
り
の
監
視
な
ど
が

強
諒
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
住
民
の
生
活
の
基
礎
的
組
織
で
あ
る
部
落
と
、
そ
の
上
に
形
成
さ
れ
た
行
政
村
と
い
う
二
重
構
造
が
町
村
制
下

の
地
域
社
会
の
自
治
体
の
特
色
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
資
本
主
義
の
発
展
と
臼
清
・
日
露
の
戦
争
を
経
て
大
き

く
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

カ
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